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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｋ
ｙ
ｕ
ｓ
ｙ
ｕ

 
ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
も
残
り
二
週
間
。
私

の
こ
の
一
年
の
感
想
は
相
変

わ
ら
ず
貧
し
い
年
だ
っ
た
。

そ
こ
で
こ
の
一
年
を
漢
字
で

表
す
と
「
貧
」
に
つ
き
る
。

年
明
の
二
〇
二
四
年
こ
そ
、

貧
乏
神
に
退
散
を
願
い
、
少

し
は
楽
な
生
活
に
と
願
う
。 

 

二
つ
目
の
漢
字
は
「
金
」

だ
。
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
の

大
谷
翔
平
の
ド
ジ
ャ
ー
ス
移

籍
の
契
約
金
が
十
年
で
一
〇

十
五
億
円
だ
と
い
う
。
ア
メ

リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
の
典
型
だ

が
、
な
か
で
も
驚
い
た
の
は
、

九
十
七
％
が
無
利
子
で
、
後

払
い
だ
と
い
う
。
理
由
は
大

谷
の
考
え
が
「
お
金
よ
り
、

野
球
で
勝
ち
た
い
」
か
ら
だ

と
い
う
。
普
通
は
金
を
持
っ

た
人
が
勝
ち
の
世
の
中
で
、

逆
転
の
発
想
か
な
？ 

 

週
刊
誌
で
注
目
し
た
の
は
、

大
リ
ー
ガ
ー
の
八
割
は
退
団

後
に
自
己
破
産
を
し
て
い
る

と
い
う
記
事
だ
。
真
偽
は
別

に
し
て
、
多
分
、
株
へ
の
投

資
失
敗
だ
ろ
う
。
現
在
の
株

は
投
資
で
な
く
投
機
で
あ
り
。

い
わ
ば
バ
ク
チ
に
近
い
。
素

人
は
必
ず
失
敗

す
る
。
大
谷
に

は
破
産
が
な
い

よ
う
願
う
。
い

ら
ぬ
お
世
話
か

な
。 

 

次
、
三
つ
目

の
漢
字
は
「
戦
」

だ
。
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
、
ほ
ぼ

二
年
を
経
て
膠
着
状
態
だ
。

侵
攻
後
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

す
ぐ
降
参
し
、
親
ロ
シ
ア
の

政
権
が
で
き
る
、
と
思
わ
れ

て
い
た
が
、
意
に
反
し
て
、

ロ
シ
ア
の
戦
車
を
撃
退
し
、

以
降
、
首
都
・
キ
ー
ウ
へ
の

攻
撃
も
あ
ま
り
聞
か
な
い
。 

 

な
ぜ
か
な
と
思
っ
て
い
た

ら
、
ロ
シ
ア
の
意
図
は
、
首

都
撃
破
は
た
や
す
い
が
、
そ

れ
で
は
そ
の
後
の
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
の
関
係
が
う
ま
く
維

持
で
き
な
い
か
ら
だ
と
い
う

「
攻
撃
の
手
加
減
説
」（
世
界

十
二
月
号
）
が
出
た
。
な
る

ほ
ど
、
と
思
っ
た
。 

 

さ
ら
に
次
の
戦
争
。
一
〇

月
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ハ
マ
ス

（
イ
ス
ラ
ム
抵
抗
運
動
）
に

よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
攻
撃

を
き
っ
か
け
に
、
民
族
絶
滅

を
思
わ
せ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

が
続
く
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に

よ
る
ガ
ザ
地
区
へ
の
攻

撃
で
、
す
で
に
死
者
が
二

万
人
を
超
え
そ
う
だ
。 

 

こ
れ
は
一
九
四
七
年

に
国
連
が
パ
レ
ス
チ
ナ

の
分
割
決
議
に
よ
る
イ

ス
ラ
エ
ル
建
国
で
、
八
十

万
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
難

民
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
起
因

す
る
。
こ
の
こ
と
で
ユ
ダ
ヤ

人
は
建
国
を
こ
の
国
連
決
議

で
正
当
化
す
る
。
と
こ
ろ
が

以
降
、
幾
度
も
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
批
判

の
国
連
決
議
が
な
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
は

ま
っ
た
く

従
わ
な
い
。 

国
際
的

に
は
許
さ

れ
な
い
侵

略
行
為
を

続
け
る
イ

ス
ラ
エ
ル
は
入
植
と
ガ
ザ
攻

撃
を
た
だ
ち
に
や
め
る
べ
き

だ
。 

 

世
界
は
一
九
四
五

（
昭
和
二
〇
）
年
十
二

月
十
四
日
に
、
二
度
の

世
界
大
戦
の
教
訓
か

ら
、
国
際
連
合
を
発
足

さ
せ
る
。
そ
の
目
的
の

第
一
は
「
次
世
代
を
戦

争
か
ら
救
う
」
に
あ
り
、

第
一
回
総
会
で
「
軍
縮

と
核
兵
器
の
使
用
禁

止
」
条
項
を
満
場
一
致

で
決
議
す
る
。 

 

大
事
な
こ
と
は
、
こ

の
と
き
の
全
会
一
致

の
決
議
の
重
さ
で
あ

る
。
現
在
の
そ
れ
は
、

五
大
国
の
拒
否
権
が

乱
発
さ
れ
、
安
全
保
障

や
戦
争
停
止
決
議
が

多
数
で
決
議
さ
れ
て

も
当
該
国
は
そ
れ
に
従
わ
な

い
の
が
現
実
で
、
機
能
不
全

と
な
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
情
勢
下
で
、
日

本
の
岸
田
内
閣
は
昨

年
、
安
保
三
文
書
を
閣

議
決
定
し
、
軍
事
大
国

化
、
軍
事
優
先
の
社
会

へ
と
国
を
変
貌
さ
せ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

国
土
強
靭
化
を
掲
げ
、

全
国
す
べ
て
の
県
の

自
衛
隊
基
地
や
防
衛
省
施
設

の
地
下
化
、
壁
の
強
化
を
図

っ
て
い
る
。
四
兆
円
を
か
け

て
核
戦
争
を
想
定
し
た
対
応

だ
が
、
国
民
は
蚊
帳
の
外
だ
。

戦
争
必
至
と
み
て
の
政
治
、

外
交
は
許
さ
れ
な
い
。 

い
ま
さ
ら
空
論
的
に
「
戦

争
回
避
」
を
主
張
し
て
も
、

一
笑
さ
れ
る
の
が
お
ち
だ
が
、

第
三
次
世
界
大
戦
と
核
戦
争

を
回
避
す
る
に
は
、
こ
れ
以

外
に
な
い
。 

こ
れ
こ
そ
国
連
決
議
第
一

号
の
基
本
中
の
基
本
だ
。
こ

れ
は
日
本
が
ア
ジ
ア
へ
の
侵

略
と
拡
大
主
義
（
フ
ァ
シ
ズ

ム
）
を
と
り
、
失
敗
し
た
経

験
に
学
ば
な
い
政
治
・
軍
事

で
あ
り
、
誤
り
な
の
だ
。 
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郵
政
シ
ル
バ
ー

ユ
ニ
オ
ン
が
全
国

総
会
を
受
け
て
、
長

崎
も
十
一
月
二
七

日
に
集
ま
り
を
持

っ
た
。
久
し
ぶ
り
の

出
会
い
で
あ
っ
た

が
、
な
ん
と
か
み
ん

な
元
気
？
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
井

川
さ
ん
が
今
期
で

辞
任
さ
れ
た
全
国

の
副
代
表
を
、
高
口

美
和
子
さ
ん
が
受
け
継
ぐ
こ

と
が
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

現
役
の
支
部
の
仲
間
の
み
な

さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４４０８ 

`23 年12 月19 日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


